
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 静岡県安全運転管理協会 

 

 

「交通死亡事故現場診断」を実施！（令和元年 12月中） 

裾野地区、沼津地区（２件）、袋井地区安全運転管理協会では、地区内で発生した

交通死亡事故の再発防止を期して、昨年１２月中に管轄警察署の「交通死亡事故現

場診断」に参加し、これからの交通事故防止対策等を協議しました。 

【裾野地区】 

１２月５日(木)、裾野警察署、沼津土木事務所、交通安全協会地区支部等の関係

団体とともに、裾野地区安全運転管理協会から会長と事務局長、付近の安管事業所

管理者が参加し、合計１１人により 

１１月１０日（日）午前、裾野市佐野地先の県道において発生した交通死亡事故 

（普通乗用車と道路横断中の歩行者との衝突事故、歩行者の３９歳女性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

この事故現場は片側１車線の直線道路で、道路横断中につまずいて転倒した歩行

者と施設駐車場から車道へ発進した普通乗用車が衝突した事故で、現場診断の結果 

  〇 歩行者に対して横断歩道を通行することやドライバーに対しても、付近で

死亡事故が発生していることの注意看板を設置 

〇 歩行者やドライバーに対する交通事故防止の広報活動を推進するとともに

会員事業所に対して事故防止対策の周知徹底を呼び掛ける 

などの事故防止対策に関する意見が出されました。 

【事故の発生現場を確認】 【参加者により再発防止対策を協議】 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12bqmctnf/EXP=1367537361;_ylt=A3JuNGpRpYFRbnwAhmWU3uV7/*-http:/www.silhouette-ac.com/sozai/s/100/34/100340s.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 件 目 

１２月２日(月)、沼津警察署、沼津市役所、国土交通省、交通安全協会地区支部

地元自治会などの関係団体とともに、沼津地区安全運転管理協会から役員と事務

局長等が参加、合計２５人により 

１１月２５日（月）深夜、駿東郡清水町地先の県道で発生した交通死亡事故 

（軽四貨物車が道路脇の電柱に衝突した単独事故、運転中の５１歳男性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

この事故現場は、車両の進行方向が右カーブとなっており、道路左脇の電柱等に

激しく衝突している状況で、現場診断及び協議の結果 

  〇 道路がカーブして見通しが悪いため、「速度落とせ」の道路標示及び標識

の設置や道路に凹凸やドットの特殊舗装で、低速走行を注意喚起する 

  〇 事故現場付近は学校の通学路があるため交通事故防止の広報活動推進や

会員事業所に対する事故防止対策の周知徹底を呼び掛け 

などの事故防止対策に関する意見が出されました。 

【沼津地区】 ２件 

【事故の発生現場を確認】 

【参加者により再発防止対策を協議】 

【署交通課員から交通事故状況を説明】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 件 目 

１２月１８日(水)、沼津警察署、沼津市役所、交通安全協会地区支部、国交省、

道路管理者等の関係団体とともに、沼津地区安全運転管理協会から役員、事務局長

等が参加、合計１８人により 

１２月９日（月）夕方、沼津市末広町地先の市道で発生した交通死亡事故 

（軽四乗用車と横断歩行者との衝突事故、歩行者の８２歳女性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

この事故現場は、付近に信号交差点がある道路で、車両進行方向の右側から道路

を横断しようとした歩行者と衝突した事故で、現場診断及び協議の結果 

  〇 事故現場付近は夜間暗くなるため歩道等の街灯設置や横断歩道以外での

横断禁止標識等を設置 

  〇 歩行者に対して横断歩道の通行や反射材等の着用、あるいはドライバー

に対する歩行者の確認等注意喚起を促す広報啓発を推進 

などの事故防止対策に関する意見が出されました。 

【交差点付近の事故発生現場】 【署交通課員の事故状況説明】 

【再発防止対策を協議】 【事故発生現場を確認】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２４日(火)、袋井警察署、袋井市役所、交通安全協会地区支部、自治会等

の関係団体とともに、袋井地区安全運転管理協会から役員及び事務局長等が参加、

合計２４人により 

１２月１５日（日）午前、袋井市梅山地先の市道で発生した交通死亡事故 

（自動二輪車が縁石に衝突し路外に転落した単独事故、運転の２４歳男性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

この事故現場は片側１車線の直線道路で、参加者の現場診断及び協議の結果 

  〇 ドライバーに対する注意喚起として、速度抑制の表示や看板を設置 

  ○ 付近住民や運転者に対する交通安全広報・啓発活動を推進 

などの事故防止対策に関する意見が出されました。 

【袋井地区】 

【参加者が再発防止対策を協議】 

【事故発生現場を確認】 


